
１．自己評価結果 （4点満点）

カテゴリー（大項目） 平成29年度 平成30年度 令和元年度

Ⅰ．教育理念・教育目的・教育目標 4 4 4

Ⅱ．学校運営 4 4 4

Ⅲ．教育活動 4 4 4

Ⅳ．学修成果 4 4 4

Ⅴ．学生支援 4 4 4

Ⅵ．教育環境 4 4 4

Ⅶ．学生の募集と受け入れ 4 4 4

Ⅷ．財源 4 4 4

Ⅸ．法令等の遵守 4 4 4

Ⅹ．社会貢献・地域貢献 4 4 4

Ⅺ．国際交流 2 2 2

点数平均 （4点満点）

平成29年度 平成30年度 令和元年度 昨年比増減

3.6 3.7 3.7

3.5 3.5 3.6 △0.1

3.5 3.5 3.5

3.5 3.4 3.4

3.6 3.6 3.6

3.5 3.7 3.6 ▲0.1

3.6 3.5 3.4 ▲0.1

3.7 3.7 3.7

3.4 3.3 3.4

3.3 3.4 3.6 △0.1

3.5 3.4 3.6 △0.2

3.4 3.3 3.4 △0.1

3.3 3.3 3.3

3.5 3.6 3.5 ▲0.1

3.6 3.7 3.6 ▲0.1

3.6 3.6 3.7 △0.1

3.7 3.6 3.6

3.5 3.4 3.4

3.4 3.5 3.7 △0.2

2.8 2.9 2.8 ▲0.1

保護者のアンケートよりも、学生からアンケートをとる方が良いのではと思いま
す。ＣＳといった観点から見てほしいです。そうすればもっと中身の濃い意見が
聞けるでしょう。そうしないとダメ。

学生にも授業評価アンケートを実施しています。また、卒業生には卒業前に、カリキュラム全体に対する意見を聞きました。学生が評価
をより自由に表現できるように検討します。

学生数の少ない専門学校なので、難しいかもしれないが、多様な学生の指導、
教授方法についての幅をもって頂けるとよいと思います。

学生の成績評価方法及び結果が、保護者に報告が全くされず、不透明であ
る。また、必要に応じて面接を実施するとあるが、学生の生活状況も分からな
い保護者が面接の是非を判断することは不可能である。最低でも年１回の面
談の機会を設定することを切望します。

各科目の評価は、講義科目は、科目担当者が行っています。評価方法については、「履修要項」また当該科目開始時のシラバスで明記
し、合わせて学生にも説明したうえで評価を実施しています。また、臨地実習科目は、実習毎に担当教師と臨床指導者2名により実習目
標到達状況を評価しています。単位の認定については、年度末の教育会議（単位認定会議）で承認をもって成績評価確定とし、各ご家
庭に郵送しております。

保護者の方との面接は、学生の成績、学校生活状況、学習態度等を観察しながら、必要時学校から連絡させて頂いています。保護者
の方々におかれましては、必要と判断された場合は、どうぞご遠慮なく面接を申し出て頂きますようお願いします。

教員・指導者により、教え方にバラツキがあり、学生が戸惑っていることがある
ように感じられました。（指導方法をある程度統一してほしい）
教員・指導者の評価基準にかなり差があるように感じられました。

コロナウイルスの影響の中でも、卒業式が行われたことは良かったと思う。式
後、病院のお世話になった先生方にお礼に行くことはいいと思うが、お１人ずつ
にお礼のお手紙を書くというしきたりはやめてもよいのではないか。（国家試験
前に時間をとられるのもよくない）
式後の謝恩会も不必要だと思う。するとしても、自由参加にするべきだと思う。

卒業にあたってのお礼の行動については、学生に一任し、教員は支援させて頂きました。お礼のお手紙は、しきたりではなく、学生がお
礼の品に添える言葉として考えましたので、ご了承ください。
同様に、謝恩会についても、教員から実施を強制するものではありません。今回は、新型コロナウイルスの感染対策として、キャンセル
となりましたが、今後も学生主導で企画運営する方向です。

病院実習で、不合格になった生徒には、すぐに再実習をさせてほしい。１年後と
いうのは、その間の、本人のモディベーションも上がらないし、やめてしまう生徒
がいる為。

３年で卒業できることを目標に教育をしております。しかし、残念ながら単位未認定の場合は、再履修をして頂くことになります。病気や
やむを得ない理由により欠席した学生に対しては、補習実習や補講・追試験の機会を設けています。臨地実習の再履修にあたっては、
学生の課題を明確にしたうえで、科目外学習の個別支援をしております。

実習先の指導者によって差別的であったり、感情的であったりして、指導者とし
て不適合だと思われる方もいたので、指導者としての資質をしっかり見極めて
ほしい。

臨地実習の指導内容・指導方法・指導上の留意点については、「指導要綱」を作成し、統一を図っています。また、個別指導について
は、担当教師の判断だけでなく、教師間で相談しながら、目標の設定、指導方法を検討し実施しています。学生の学習状況や心身の状
態も多様です。学生の「個別性」を理解し指導に当たることに努めます。

留年や進級できず退学される学生がたくさんおり、是非とも留年するまでに救
済できる策を考えて頂きたいです。学校の人気にも影響があるのではないかと
思います。

臨床指導者の任命基準として①臨床指導者講習受講修了者②①の該当者が病棟にいない場合は、看護師経験５年以上③師長が推薦
し、看護部長が認めた者としております。
今年度の臨床指導者研修は「ハラスメントにならない指導」をテーマに実施し、その後臨床指導者会議において意見交換の機会を設け
ました。自身の指導がハラスメントになっていないか振り返り、学生を認める関わりについても検討する機会となりました。学習効果を高
めるために、教員・指導者各自が、学生にどのように影響しているかを振り返りながら指導できるように努めてまいります。

いつもお世話になります。実習での評価点数により、即留年が決定するとのこ
とですが、補習などを行って頂き、進級できるようになるというようなシステムに
変更していただくのは難しいのでしょうか。ご検討宜しくお願いします。

７．学校は、成績評価・修了認定基準を明確化し、適切に運用している。

８．学校は、看護師の資格・免許の取得を目指し、看護師国家試験合格に向けて、指導体制を整備している。

９．学校は、学生の心理面、学習面、進路に関する個別の指導を十分に行っている。

15．学校は、学内における防災・安全管理体制を整備し、適切に運用している。

16．学校は、学納金等徴収した金額を適切に教育活動に使用している。

10．学校は、学生の経済面に対する支援を十分に行っている。

11．学校は、学生の健康管理に取り組んでいる。

12．学校は、学生の要望を把握し、快適で充実した学生生活が送れるよう支援している。

13．学校は、保護者に対して教育活動に関する情報提供を適切に行っている。

14．学校は、教育上必要な施設・設備・教育用具等を整備している。

２．学校は、教育課程の編成、実施についてわかりやすく示している。

３．教員は、授業科目の目標に照らし、授業内容・授業方法を工夫し実施している。

４．教員は、評価結果に基づいて、実際に授業を改善している。

５．臨地実習施設（大津赤十字病院）は、学生の看護実践の学習を支援するため、臨地実習指導者と教員の協働体制を整備している。

６．学校は、主な臨地実習において学生が関与する事故を防止するための安全対策を整えている。

令和元年度　大津赤十字看護専門学校自己評価集計

２．１）学校関係者評価結果（回収率69.4％）    アンケートにご協力いただきありがとうございました。

設　　　　　　　問

１．学校は、教育理念・教育目的・教育目標の達成に向けて特色ある教育活動に取り組んでいる。

17．学校は、学生に対して、ソーシャルメディアの適正利用や個人情報管理に関する啓発及び教育に取り組んでいる。

18．学校は、評価結果に基づき、課題の改善に取り組んでいる。

いつもお世話になり、ありがとうございます。今後ともご指導のほどお願い致し
ます。

19．学校は、学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活動支援を行なっている。

２．２）学校に対するご意見と回答　　　貴重なご意見ありがとうございました。　　　

20．学校は、国際的視野を広げるための教育を行なっている。

回　　　　　答
ご家庭で、良いことも嫌なことも素直にお話していただけるのは、保護者の方が温かくお支え頂いているためだと思います。今後とも、よ
ろしくお願い致します。

ご　　意　　　見　（文章まま）　　　　各1名ずつのご意見
日頃、子供がお世話になりありがとうございます。同じ看護の道に進んだ私達
親世代は、赤十字の学校・病院は憧れでした。これから、２年・３年と厳しい勉
強実習に進みますが、良いことも嫌なこともたくさん経験していくかと思います。
家庭でも見守っていきたいと思いますが、先生方には、ご苦労をおかけします
が、どうぞ、ご指導の程、よろしくお願い致します。（子どもから学校での話を聞
くのがとても楽しいです。若き日を想い出します。）
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